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8日(日)

めるのと、中伊豆町下 岩のj吉本から

かけての

の層からなり、地

であっ

った。 降ったち止ん

お、この

され

ドあっ

中

し

と

問料金所

入

き1，-0 

ととも

いブイール

、小早川

る。

を る( O 

から

りから花坂を遠望し

たときは、 273mの孤立峰を取り囲むスロープのよ

うに見えた緩斜出が花坂集落南の稜線から眺める

と階段状になっている o 1:25.000地形図「韮山」と

佐藤氏がつくった立体視用の空中写真(アナグワ

ブ)によると、花坂と沼津市口野の緩斜面は4段の

段丘に見える O 花坂の峠付近からは第3段丘と

@ 

* 

の よる れた O

問料金

数字は観察地点を示す.

段丘の畑が見え、段丘患にあたる急斜面に花坂集
閤2淘伊豆長岡町花坂の段丘状緩斜窟ミカン焔の上a

落が立地している(函2)0 第ヰ段丘稽右側(東)が第3段丘鎗
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L 観察地点、② 日野切通し

ここでは、緩斜面に分布する長岡凝灰岩層が観

できる。長岡凝灰岩層は中新世中期~後期の静

浦層に属する地層で、上部・中部@下部の3層に区

分され、この露頭は上部層にあたる O 温泉場の北

西側に分布する砂質凝灰岩で、サメの歯・ヒヨク

ガイ・カキ・ブジツボ・ウニの赫の化石を含む浅

海堆積物の斜交層理が見られる(区13)。

中部層は温泉場北口の石切場に見られ安LU

を含む凝灰岩層、下部層は戸沢の石切場に見られ

る淡青色凝灰岩である。

3鎗観察地点③ 口野の段丘状の緩斜簡の観察

口野から戸沢へ抜ける峠付近から北方を眺める

( I玄14) と、手前に鉢植えのミカン関の平らな第3段

丘が見え、後方に一段高い第 4段丘が見える O 右

の急斜面の山地は中新世後期の変費石英安111

の貫入岩体の273mの孤立峰で、ある O ミカン留のあ

る平坦面から海浜擦が出ていて、これらの地形面

が海成段丘であることを示している O

ここで、中伊立町へ移動して、大見川中流域の

段丘上にある食事処で昼食をとる O

アナグリブによる大見JlI中流域の右岸に、島状

に延びる段丘地形を判読できる O

3. にわ家北側@

を引き返して食事処なにわ家の北側に出て、

に曲流する西jllに沿って延びる段丘崖を観察。

に覆われた段丘崖には岩塊が突き出ている O 河

川擦にしては角があり、段丘はj可成段丘ではない

ょうだ。

次に、なにわ家の南側に囲って北方を跳める

(図5) と、 2設の段丘地形が観察でき、なにわ家は

角諜質泥層からなる上位段丘上にのっている O 角

擦は上位段丘の下流iUで大きく上流舗では小さい。

これは土石流や岩屑流による崩壊物質の堆積物を
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図 3鍵沼津市口野切り遇しa

ク日スラミ

図ヰ雀沼津市口野第4段丘臨調

図i にわ震付近の段丘露"



号

まれる角擦が天城の本体安山岩であることから、崩壊は天城の北斜面、

される。崩壊場所は、空中写真の実体視と実地調査から、大見Jil

流の地蔵堂Jil源流部の左岸とっきとめられた。更新世中期の韮111奇岩屑流や1923年大正関東地震によ

る根舟Jil崩れ、 1984年長野県西部地震による伝上崩れの現地謡査を生かしながら崩壊は地震による

ものとされた。堆積物には水平層理が認められず水を大量に含まない崩壊である。大雨が原密なら

、天域のような多雨地帯ではももっと頻繁にこの種の地変が起こったはずである C

の堆積物は清水の水神社という詞付近で観察できる。下部6mが河川擦で、その上に厚さ

3mの軽石賀砂諜層をのせている。軽石層はカワゴ平起源の物で、上下 2層に分かれる o 2層とも下

位に薄く降下軽石が、上位に1mの軽石質砂i深層が顔をのぞかせ、カワゴ平が爆発・火砕流流出を 2

回繰り返したことを示している O

5寝

食事処た を挟んで比高5 るO ここでは角擦を

を きる。 河Jil擦と つO

i 観察地点⑥ 元村北で出関に鯖突し、分岐した土石流堆の観察

地蔵堂源流部で起こった崩壊は地蔵堂崩れと命名された。崩壊物質は地蔵堂Jilから大見Jilへ出て

谷底を高速で滑走し、元村北端の山脚に衝突し跳ね返り 2つに分岐した。元村北で西Jil左岸側の段丘

から埋もれていた木片が見っかり、京都産業大学の山田治教授の放射性炭素年代測定結果から

10，390土 30y.B.P (KUS-1931) の年代を得た。 地変は10，400年前に起こったのである O

地蔵堂源流部の崩壊は高さ200m、I1届500mにわたるもので、土砂の量は2.500.000m3に及ぶO とこ

ろが段丘から計算される堆積物の総量はおよそ10.000.000m3で¥これでは土砂の収支が合わない。調

を重ねるうちに崩壊は5ヶ所で起こったことがわかった。 5ヶ所の崩壊は同時ではなく、源流部か

ら下流へ流動物が激突を繰り返しながら連続崩壊したものと考えられた。地蔵堂崩壊は900mの高さ

から落下し、大見)11沿い12kmをj骨走して止まった。残存する土石流堆の全長は6kmで、ある O

7.観察地点⑦ 関野神社簡の域)11の観察

流動物は平付近で域別の流路を遮断し、 i幻脚衝突場所でこのJilを堰き止めた。関野神社付近には

一時堰止湖が生じ、流路を失った城Jilは蛇行しながら軟弱な土石流堆を掘削して大見Jilに合流した。

関野神社付近には域Jilの貫入蛇行がみられる O

ふ観察地点⑧ 平付近の地形と放水路の開制で大見)11ヘシ当ートカットされた域)11の観察

土石流に遮断された城Jilは流路を90度右に変えた。このため城山による埋積が進み、谷口にあた

る平では、土お流堆と域Jil氾濫原の高低差がなくなり、洪水の危機にさらされた。そこで大見Jilに

底流するようにショートカットが開削された。
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八l播のはずれに、県道の北側に沿って分存する土石流堆の

理の泥層が見られ、擦は小さい。土石流では、質‘量の大きな物

な物質は後続部に残されるということがよくわかる O

られる。露頭で、問、

って流動し、小さ

院は小さな扇頂部に建っているが、扇端部は埋積されたように平坦な段丘面をなしている O

LL!緯線と段丘面との境が明瞭で、土石流が冷JlIを堰き止めた時に埋積されたことを示している。段

丘堆積物は角擦をまばらに含む泥層で扇状地のそれではない。

箇

比高5mの小丘は、無層理の角磯層よりなり、こ

れまでの土石流堆のようにも見えるが、

を多量に含むことから、カワゴ平の活動中

堂JlIを流下した岩塊流である。

22，000年前の地蔵堂火山

さ7mo厚さ2.51TIの の下に40

----50 cmのスロリア層がある O 玄武岩の下部がノッ

の裏を

る遊歩道になっているが、現在

駐車場横の露頭で、 1m弱のカワゴ平の軽石層が

観察できた。

最後に、資料として空中写真の立体視画像(ア

ナグリフ)を佐藤先生が用意され、赤@青メガネ

で見ると地形が浮き上品がって見え、大い

ったことを付け加えておく O

アる


